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◇◆試合結果◆◇

２回戦 VS 宮城ＨＯＫＵＴＯベースボールクラブ（６対１）

準決勝 VS いわき菊田クラブ（１７対２）

決 勝 VS オールいわきクラブ（４対１）

祝 優勝!!!



エフコムベースボールクラブ

二回表に先制を許しましたが、三回裏に八百板選手のソロホームラン、四回
裏に渡辺烈也選手の犠牲フライで得点し、１点を勝ち越し。その後は七回裏に
代打の鈴木俊也選手、若木選手のタイムリー、八百板選手のライトオーバータ
イムリーツーベースで計４点追加しました。
守備も佐藤一希選手の粘りの投球で無失点に抑え、大会規定により２時間経

過のため試合終了。見事に初戦を突破しました。

佐藤 一希 選手 ＜先発＞
投手/出身校：東海大学付属札幌高校 ⇒八戸学院大学

２回戦 VS 宮城HOKUTOベースボールクラブ

鈴木 俊也 選手
外野手/出身校：日本ウェルネススポーツ専門学校北九州

- 2 -

八百板 飛馬 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

若木 大和 選手
内野手/出身校： 鶴岡南高校 ⇒ 山形大学
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準決勝 VS いわき菊田クラブ

佐藤 一希 選手 ＜先発＞
投手/出身校：八戸学院大学

高橋 公平 選手 ＜中継ぎ＞
投手/出身校：学法福島高校

大内 遼河 選手 ＜抑え＞
投手/出身校：東北学院大学

小賀坂 成耶 選手 ＜中継ぎ＞
投手/出身校：聖光学院高校
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今大会に置きましても沢山の応援を頂き、ありがとうございました。今年最後の大会
で優勝することが出来て良かったです。
今大会では初戦と準決勝の二試合で先発をしました。初戦では今季最長の７イニング
を投げて１３奪三振を取り勝利に貢献することが出来ました。しかし、準決勝では２回
に２点を取られ降板となり、先発投手としての役割を果たすことができませんでした。
今までの練習の成果を出せた反面、新たな課題が見つかったと思います。来シーズンは
エースの小川さんを脅かす存在になれるよう、今後も練習していきます。
今後ともご声援を宜しくお願い致します。

二回表、二死満塁から岩崎選手のレフト前タイムリーと相手投手のワイ
ルドピッチで３点を先取しました。その裏に二死二、三塁からセンター前
タイムリーで２点返されますが、三回表の八百板選手のレフトオーバース
リーベースに送球エラーが絡み１点追加。ここから勢いをつけ、四回に３
点、五回４点、六回は５点、七回に１点と立て続けに追加点を奪います。
投手陣もしっかりと無失点に抑え、１７－２で快勝しました。
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佐藤 敬太 選手
捕手/出身校：福島成蹊高校

岩崎 凜太郎 選手
内野手/出身校：東北公益文化大学

佐藤 一希 選手
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一回表、二死二塁から相手四番にセンター前タイムリーから得点を許しましたが、その裏に一死二塁から八百板選手がセンタ
ーへツーランホームランを放ち逆転に成功しました。その後、三、四回は両者粘り無得点で終えましたが、五回裏に鈴木俊也選
手のタイムリーツーベース、八百板選手のライト前タイムリーで２点追加しリードを広げました。小川選手・芳屋選手も集中し
たピッチングできっちりと相手打線を押さえ、４－１で試合終了。今年最後の大会を優勝で締めくくりました。

小川 佳斗 選手 ＜先発＞
投手/出身校：八戸学院光星高校 ⇒八戸学院大学

決勝 VS オールいわきクラブ

鈴木 俊也 選手
外野手/出身校：日本ウェルネススポーツ専門学校北九州
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いつも応援ありがとうございます。
今大会はチームとして年間最後の大会になるので優勝することができ、いい締め
括りになったと思います。個人的には佐藤一希君とＭＶＰをどちらが取るか競って
いたので獲得することができ非常に良かったです!! 佐藤一希君の悔しがる顔が忘れ
られません。いい思い出になりました。来年は自分を脅かす存在になってくれると
いいなぁ～。
まだまだ私は成長出来ると実感できたので来年も引退せずにフレッシュな気持ち
で日本一目指して頑張ります!!

芳屋 快 選手 ＜抑え＞
外野手/出身校：能代松陽高校 ⇒ 福島大学

八百板 飛馬 選手
外野手/出身校：聖光学院高校
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小川 佳斗 選手


